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本
書
三
章
一
節
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
歴
史
観
は
、

一
面
で
武
威
・
神
国
観
念
・
日
本
型
華
夷
・
皇
統
、
つ
ま
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
一
面
で
中
国
の
歴
史
に
も
通
じ
て
お
り
、

日
本
・
中
国
・
印
度
の
多
元
的
な
世
界
観
（
こ
こ
で
は
日
本
は
相
対
化
さ
れ

る
）
と
が
併
存
し
て
い
た
。
近
世
人
の
歴
史
観
に
お
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
多
元
的
な
世
界
観
は
、
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
ど
の
よ
う
な
構
造

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
本
書
で
は
、『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
と
い
っ
た
大
名
家
の
家
譜

編
纂
に
よ
っ
て
撃
発
さ
れ
た
歴
史
意
識
と
軍
書
の
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
が
、
近
世
中
後
期
以
降
、
各
大
名
家
で
は
、
藩
祖
や
中
興
の
祖
を

明
君
と
し
た
「
明
君
録
」
が
作
為
さ
れ
る
。「
明
君
録
」
は
、
虚
実
が
混

ざ
っ
た
歴
史
性
・
物
語
性
を
持
ち
、
仁
政
と
武
威
を
強
調
す
る
。
そ
の
性

格
は
、
軍
書
の
世
界
に
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
本
書
に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
、
妄
想
は
や
む
こ
と
が
な
い
…
…
。

　
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、
十
数
年
の
歳

月
が
流
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
歳
月
に
見
合
う
規
模
と
奥
行
き
を
備
え

て
い
る
。
軍
書
は
、
通
俗
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
は
な
く
、
通

俗
性
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
社
会
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
そ
の
影
響
は
、

近
世
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
現
代
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
、
日
本

人
の
歴
史
観
と
歴
史
意
識
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

お
も
わ
れ
る
。
今
後
、
こ
の
地
図
を
手
に
、
軍
書
の
森
に
分
け
入
る
歴
史

研
究
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
中
京
大
学
教
授
）

高
野
秀
晴
著

『
教
化
に
臨
む
近
世
学
問
─
石
門
心
学
の
立
場
』

（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
五
年
）

相 

原
　
耕 

作
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著
者
は
既
に
石
門
心
学
に
関
す
る
論
考
を
い
く
つ
も
手
が
け
て
い
る
。

但
し
、
本
書
は
そ
れ
と
は
独
立
の
一
大
論
文
で
あ
り
、
博
士
論
文
「
一
八

世
紀
日
本
に
お
け
る
民
衆
教
化
の
展
開
と
学
問
へ
の
視
線

─
石
門
心
学

を
中
心
に
」（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
）
に
大
幅
に
加
筆
・
修
正

を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
の
研
究
の
特
徴
は
、
自
明
の
前
提
を
疑
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

石
門
心
学
の
「
創
始
者
」
は
石
田
梅
岩
な
の
か
。
著
者
は
、
手
島
堵
庵
が

梅
岩
の
教
え
を
「
創
始
者
」
の
教
え
と
し
て
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
石
門
心

学
を
創
出
し
た
と
い
う
（「
手
島
堵
庵
に
よ
る
石
門
心
学
の
創
出
」『
日
本
思

想
史
学
』
三
五
、
二
〇
〇
三
年
）。
石
門
心
学
は
幕
末
に
は
門
人
組
織
内
の

統
制
力
が
弱
く
な
り
衰
退
し
た
と
い
う
通
説
に
対
し
て
は
、
統
制
力
が
及

ば
な
い
ほ
ど
門
人
組
織
外
で
石
門
心
学
が
普
及
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る

（「
石
門
心
学
に
お
け
る
教
化
統
制
力
と
そ
の
圏
外

─
石
川
謙
『
石
門
心
学
史

の
研
究
』
の
再
検
討
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
六
五
、
二
〇
〇
四
年
）。
口
頭
で
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227　書　評

平
易
に
説
き
聞
か
せ
る
石
門
心
学
の
「
語
り
」
に
注
目
す
る
研
究
動
向
に

対
し
て
は
、
口
頭
の
「
語
り
」
が
「
聞
書
」
さ
れ
て
書
物
と
し
て
普
及
し

た
面
に
も
目
を
向
け
る
。「
卑
俗
」
で
「
卑
近
」
な
「
語
り
」
が
「
平
易
」

と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
が
「
聞
書
本
」
を
要
請
し
、
新
た
な
展
開
が
生
ま

れ
る
と
い
う
（「
教
化
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
心
学
道
話
聞
書
本
」『
日
本
の
教
育

史
学
』
四
六
、
二
〇
〇
三
年
、「
心
学
教
化
の
声
と
文
字
」『
民
衆
史
研
究
』
八

六
、
二
〇
一
三
年
）。
ま
さ
に
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
で
あ
る
。

　

本
書
は
ど
う
か
。「
教
化
」
に
は
「
上
か
ら
下
に
向
か
っ
て
教
え
導
く
」

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
下
か
ら
上
へ
」
と
い
う
逆
方
向
の
視
線

を
持
ち
込
む
。
教
化
さ
れ
る
側
の
「
民
衆
」
の
「
学
問
へ
の
視
線
」
が

「
教
化
」
す
る
側
に
影
響
を
与
え
る
と
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
研
究
・
教

育
に
携
わ
る
読
者
は
、
他
人
事
で
な
い
切
実
な
も
の
と
し
て
、
近
世
学
問

の
格
闘
ぶ
り
を
追
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

二

　

本
書
は
、
序
章
・
第
一
部
・
第
二
部
・
結
章
の
四
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。

第
一
部
（
第
一
章
〜
第
四
章
）
は
、
石
門
心
学
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
提

と
し
て
、
石
門
心
学
以
外
の
「
学
問
」
が
「
教
化
」
に
臨
む
様
相
を
描
き

出
す
。
第
二
部
（
第
五
章
〜
第
十
章
）
で
は
、
石
田
梅
岩
と
石
門
心
学
の

動
向
が
検
討
さ
れ
る
。

　

序
章
「
教
化
に
臨
む
学
問
」
で
は
、
江
戸
時
代
に
「
学
問
」
が
民
衆
に

対
す
る
「
教
化
」
の
場
で
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
と
い

う
、
本
書
の
問
題
設
定
が
説
明
さ
れ
る
。「
集
団
内
の
次
世
代
の
育
成
」

で
あ
る
「
教
育
」
と
異
な
り
、「
集
団
間
の
秩
序
的
な
関
係
づ
け
」
で
あ

る
「
教
化
」
は
（
一
〇
頁
）、
教
え
の
説
き
手
と
受
け
手
は
同
じ
集
団
内

に
い
る
と
い
う
前
提
に
依
拠
で
き
な
い
。
説
き
手
は
受
け
手
の
期
待
や
警

戒
感
に
さ
ら
さ
れ
、
教
化
を
受
け
つ
け
な
い
「
非
‐
受
け
手
」
す
ら
存
在

す
る
か
ら
、
教
化
の
「
困
難
性
」
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
、

受
け
手
の
反
応
で
は
な
く
説
き
手
の
「
語
り
」
の
な
か
に
探
る
。
語
る
時

点
で
説
き
手
は
受
け
手
の
視
線
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
点
、
大
勢
の
聴
衆
を
集
め
て
学
問
に
よ
る
教
化
を
行
う
石
門
心
学
は
、

格
好
の
考
察
対
象
で
あ
る
。
ま
た
、「
特
定
の
演
者
が
不
特
定
多
数
の
群

衆
に
む
か
っ
て
語
り
か
け
る
口
頭
の
情
報
伝
達
型
式
」
で
あ
る
「
マ
ス
・

ロ
ー
グ
」
と
し
て
石
門
心
学
を
扱
う
立
場
が
あ
る
が
（
二
三
頁
）、
こ
れ

と
は
異
な
る
見
通
し
が
提
示
さ
れ
る
。

　

第
一
章
は
「
学
問
誘
導
の
語
り

─
貝
原
益
軒
『
大
和
俗
訓
』
の
場

合
」
で
あ
る
。
書
物
を
通
じ
て
広
く
民
衆
に
向
け
て
語
る
貝
原
益
軒
の

学
問
は
、
教
化
対
象
を
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、「
世
俗
」
の
「
小

人
」
が
析
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
第
二
章
「「
渡
世
」
に
資
す
る
学
問

─

『
河
内
屋
可
正
旧
記
』
の
場
合
」
は
、「
益
軒
本
の
読
者
」
層
に
属
す
る
河

内
屋
可
正
が
地
域
の
後
継
者
の
教
化
に
臨
む
場
面
を
検
討
す
る
。
可
正
は
、

教
化
に
対
す
る
「
諦
観
」
か
ら
「
御
公
儀
様
」
に
過
剰
に
期
待
す
る
一
方
、

「
隠
居
」
し
て
「
世
俗
」
と
半
歩
離
れ
た
学
問
を
構
想
す
る
が
、「
世
俗
」

か
ら
浮
い
て
し
ま
う
。
第
三
章
は
「
職
分
に
応
じ
た
学
問

─
そ
の
困
難

性
」
で
あ
る
。
身
分
に
応
じ
た
学
問
の
必
要
性
を
説
く
「
職
分
論
」
は
、

社
会
的
に
有
用
な
職
分
を
有
し
な
い
者
を
疎
外
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
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に
注
意
し
な
が
ら
、「
庶
民
の
学
問
」
を
説
く
常
盤
潭
北
『
民
家
分
量
記
』、

「
町
人
の
学
問
」
を
説
く
西
川
如
見
『
町
人
袋
』、「
商
家
の
亭
主
」
を
対

象
と
す
る
上
河
宗
義
『
商
人
夜
話
草
』
を
検
討
す
る
。
第
四
章
「
動
揺
す

る
教
化

─
談
義
本
を
手
が
か
り
に
」
は
、
教
訓
を
滑
稽
化
し
た
り
茶
化

し
た
り
す
る
談
義
本
を
取
り
あ
げ
る
。
談
義
本
で
は
、
教
化
は
予
定
調
和

的
に
進
行
せ
ず
、
動
揺
す
る
。

　

第
五
章
「「
赤
裸
」
に
な
る
覚
悟
」
は
、『
斉
家
論
』
を
手
が
か
り
に
石

田
梅
岩
の
特
異
性
を
描
き
出
す
。
梅
岩
は
、「
庶
民
の
学
問
」
や
「
町
人

の
学
問
」
で
は
な
く
「
学
問
」
を
説
い
た
。「
倹
約
」
を
説
く
通
俗
的
な

道
徳
論
に
見
え
る
が
、「
聖
賢
の
道
」
に
基
づ
く
梅
岩
は
妥
協
な
く
教
え

を
説
き
、
教
え
の
実
践
に
は
「
覚
悟
」
を
要
し
た
。「
心
」
を
知
る
と
い

う
自
ら
の
開
悟
体
験
に
基
づ
く
梅
岩
の
教
え
は
、
開
悟
体
験
を
共
有
し
よ

う
と
し
な
い
者
に
は
届
か
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
第
六
章
「
教
化
に
臨
ま

ん
と
す
る
「
病
」」
で
は
、
言
句
で
伝
え
ら
れ
な
い
「
心
」
を
言
句
に
よ

っ
て
伝
え
よ
う
と
す
る
梅
岩
の
熱
意
が
語
ら
れ
る
。
孟
子
の
教
え
に
立
脚

し
て
、「
大
病
人
」
を
救
う
に
は
「
言
葉
」
を
手
が
か
り
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
た
梅
岩
は
、
自
ら
も
「
大
病
人
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

「
一
身
ヲ
棄
テ
」
て
「
聖
人
ヲ
ヒ
キ
受
ル
」
こ
と
を
選
び
、
風
に
応
じ
て

音
を
発
す
る
「
鳴
子
」
に
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
よ
う
と
し
た
。

　

第
七
章
「
教
化
に
よ
る
継
承
」
は
、
梅
岩
没
後
の
学
問
の
継
承
の
仕
方

を
探
る
。「
不
器
量
の
も
の
」
と
し
て
師
と
自
身
の
懸
隔
を
痛
感
し
た
手

島
堵
庵
は
、
教
化
活
動
を
通
じ
て
、
梅
岩
の
教
え
を
実
践
す
る
た
め
に
切

磋
琢
磨
す
る
学
友
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
。
第
八
章
「「
同
輩
」
へ
の
教

化
と
教
育
」
に
よ
れ
ば
、「
儒
者
」
を
自
称
し
た
梅
岩
と
異
な
り
、
堵
庵

は
自
ら
を
梅
岩
の
教
え
の
「
取
次
」
と
位
置
づ
け
、
梅
岩
の
教
え
を
平
易

に
説
き
聞
か
せ
る
「
気
楽
」
な
講
釈
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
教
化
対
象
を

「
同
輩
」
で
あ
る
「
町
家
」
の
者
に
限
定
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、
数

百
人
の
聴
講
者
を
集
め
る
心
学
道
話
が
形
成
さ
れ
た
。
堵
庵
は
「
本
心
」

を
知
る
こ
と
を
説
い
た
が
、
一
般
向
け
の
教
化
と
門
人
向
け
の
教
育
を
区

別
し
た
。
こ
う
し
て
、「
梅
岩
の
学
問
」
と
し
て
枠
付
け
さ
れ
た
石
門
心

学
が
手
島
堵
庵
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
。
第
九
章
は
「
石
門
心
学
へ
の
批

判
」
で
あ
る
。
教
義
の
内
容
や
教
化
の
仕
方
に
仏
教
の
影
響
を
見
出
す
批

判
が
多
く
、
心
学
は
「
学
問
」
と
は
言
え
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
。

学
問
で
な
く
と
も
教
化
と
し
て
は
有
益
だ
と
い
う
評
価
も
あ
っ
た
が
、
教

化
の
効
力
を
疑
問
視
す
る
批
判
も
あ
っ
た
。
第
十
章
「「
頑
民
」
へ
の
教

化

─
脇
坂
義
堂
『
心
学
教
諭
録
』
の
場
合
」
は
、
人
足
寄
場
に
お
け
る

脇
坂
義
堂
の
道
話
を
検
討
す
る
。
義
堂
は
、
教
化
の
困
難
な
「
頑
民
」
に

対
し
、「
性
」
や
「
本
心
」
を
知
る
こ
と
は
説
か
ず
、「
御
上
」
の
「
御
慈

悲
」
に
身
を
委
ね
る
こ
と
で
「
元
の
良
民
」
に
帰
ら
せ
よ
う
と
し
た
。

　

結
章
「「
臍
」
の
ゆ
く
え
」
で
は
、「
五
体
」
に
「
和
合
」
を
も
た
ら
す

「
臍
」
と
「
屁
」
の
比
喩
を
手
掛
か
り
に
、
全
体
の
考
察
が
ま
と
め
ら
れ

る
。
手
島
堵
庵
が
「
無
用
の
用
」
を
体
現
す
る
「
臍
」
の
立
場
に
立
つ
の

対
し
、
脇
坂
義
堂
は
「
屁
」
の
比
喩
を
用
い
る
が
、
学
問
の
意
義
は
ど
う

な
る
の
か
。
堵
庵
と
義
堂
は
教
化
の
及
ば
な
い
者
に
届
く
言
葉
を
創
り
出

す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
心
学
道
話
は
「
マ
ス
・
ロ
ー
グ
」
の
「
脱
共
同

体
的
」
な
機
能
を
十
分
に
開
花
さ
せ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
教
化
の
場
で
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民
衆
の
視
線
に
さ
ら
さ
れ
る
学
問
が
迎
え
る
危
機
は
、
新
し
い
学
問
を
起

動
さ
せ
る
可
能
性
で
も
あ
る
。

三

　

上
か
ら
下
に
一
方
的
に
行
わ
れ
る
か
に
見
え
る
「
教
化
」
の
場
に
お
い

て
こ
そ
、「
学
問
」
が
「
民
衆
」
の
視
線
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
の
意
味
が
問

わ
れ
る
。
そ
れ
を
「
民
衆
」
の
反
応
で
は
な
く
、「
学
問
」
の
語
り
方
の

分
析
を
通
じ
て
探
る
。
二
重
の
視
点
の
転
換
に
基
づ
く
近
世
学
問
の
分
析

は
、
新
鮮
で
説
得
力
が
あ
る
。
但
し
、
本
書
で
使
わ
れ
て
い
る
い
く
つ
か

の
重
要
概
念
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

　

ま
ず
、「
学
問
」
と
「
民
衆
」
と
い
う
概
念
が
曖
昧
で
あ
る
。「
民
衆
」

は
「
教
え
の
説
き
手
が
構
成
し
た
産
物
」（
一
八
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、

説
き
手
の
「
構
成
」
の
前
提
と
な
る
「
民
衆
」
の
存
在
を
筆
者
は
想
定

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
誰
な
の
か
。
為
政
者
と
学
者
以
外
の

人
々
が
「
民
衆
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
近
世
日
本
の
学
者
は
為
政
者

の
予
備
軍
で
は
な
く
、「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
に
立
て
こ
も
る
特
権
階
級
で

も
な
い
。
本
書
に
登
場
す
る
学
者
の
多
く
は
「
民
衆
」
出
身
に
見
え
る
が
、

「
学
問
」
を
す
る
と
「
民
衆
」
で
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
で
は
、「
学

問
」
と
は
何
か
。
著
者
は
、
教
化
の
受
け
手
が
学
問
を
「
学
問
」
と
し
て

受
け
取
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、「
教
化
の
局
面
に
お
い
て
生
起
し
て
く

る
も
の
」（
一
九
頁
）
と
し
て
「
学
問
」
を
捉
え
る
こ
と
を
提
唱
す
る
が
、

こ
れ
で
は
「
民
衆
」
へ
の
「
教
化
」
を
行
わ
な
い
学
問
は
「
学
問
」
で
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
本
書
は
そ
う
し
た
学
問
に
目
を
向
け
な

い
が
、
例
え
ば
、「
卑
近
」
な
教
え
を
大
切
に
し
た
伊
藤
仁
斎
、「
小
人
」

＝「
民
」
に
対
す
る
「
礼
」
に
よ
る
教
化
の
有
効
性
を
主
張
し
た
荻
生
徂

徠
、
古
典
日
本
語
に
よ
っ
て
明
晰
な
言
語
表
現
を
実
践
し
た
本
居
宣
長
ら

の
「
語
り
口
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
石
門
心
学
の
「
語
り
口
」

の
特
徴
を
よ
り
立
体
的
に
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
、「
教
化
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。「
集
団
内
の
次
世
代
の
育
成
」

と
「
集
団
間
の
秩
序
的
な
関
係
づ
け
」
と
い
う
「
教
育
」
と
「
教
化
」
の

区
別
は
、
高
橋
陽
一
「
共
通
教
化
の
基
礎
仮
説

─
近
代
日
本
の
国
民

統
合
の
解
明
の
た
め
に
」（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
学
研
究

室
『
研
究
室
紀
要
』
二
二
、
一
九
九
六
年
）
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
こ
こ
か

ら
著
者
は
、
一
定
の
「
集
団
内
」
に
と
も
に
い
る
と
い
う
前
提
に
依
拠
で

き
な
い
「
教
化
」
の
場
合
に
は
、「
受
け
手
が
説
き
手
の
教
え
を
学
び
と

ろ
う
と
す
る
意
志
を
あ
ら
か
じ
め
有
し
て
い
る
こ
と
や
、
説
き
手
と
受
け

手
が
あ
る
共
通
し
た
志
を
有
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
」

（
一
〇
頁
）
と
い
う
独
自
の
見
解
を
導
き
出
し
、
こ
の
点
で
近
世
学
問
が

置
か
れ
た
状
況
は
、
近
代
の
学
校
の
「
教
育
」
と
は
異
な
る
と
い
う
。
し

か
し
、
勉
強
嫌
い
の
子
ど
も
や
勉
強
は
役
に
立
た
な
い
と
信
じ
る
親
の
子

ど
も
に
も
教
育
を
受
け
さ
せ
る
近
代
の
学
校
で
は
、
近
世
学
問
よ
り
深
刻

な
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
集
団
内
」
と
「
集
団
間
」
の
違
い
し
か
見
な
い
た
め
、
著
者
の
分
析

は
説
得
力
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
石
門
が
「
無
縁
」
の
人
に
教
え
を

説
く
の
は
「
集
団
間
」
の
「
教
化
」、
石
門
の
門
人
同
士
で
行
わ
れ
る
の

は
「
集
団
内
」
の
「
教
育
」
と
す
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
著
者
は
、「
次
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世
代
の
育
成
」
と
「
秩
序
的
な
関
係
づ
け
」
の
違
い
を
無
視
す
る
が
、
五

倫
や
職
分
に
従
い
、「
御
上
」
の
も
た
ら
す
「
太
平
」
に
感
謝
し
な
が
ら

生
き
る
と
い
う
点
で
、
石
門
の
教
え
は
「
教
化
」
の
要
素
を
含
む
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
石
門
集
団
内
で
行
わ
れ
る
な
ら
「
教
育
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
集
団
」
の
範
囲
の
設
定
の
仕
方
で
話
は
変
わ
る
よ
う
だ
が
、
だ
と
す
れ

ば
、
も
う
少
し
丁
寧
に
議
論
を
切
り
分
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
マ
ス
・
ロ
ー
グ
」
に
も
問
題
が
あ
る
。
著
者
は
、
後
藤
宏
行
『「
語
り

口
」
の
文
化
史
』（
晃
洋
書
房
、
一
九
八
九
年
）
に
依
拠
し
て
、
心
学
教
化

の
語
り
は
、
マ
ス
・
ロ
ー
グ
の
「
受
け
手
と
送
り
手
の
相
克
、
葛
藤
、
対

立
を
バ
ネ
に
し
て
」、「
受
け
手
集
団
の
な
か
の
、
メ
ン
バ
ー
相
互
の
連
帯

を
も
断
ち
切
り
、
分
断
し
、
解
体
し
て
い
く
機
能
」
を
十
分
に
開
花
さ
せ

た
と
は
言
い
難
く
、「
脱
共
同
体
的
」
な
機
能
は
心
学
教
化
の
主
要
な
機

能
で
は
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
（
四
〇
五
頁
）。
し
か
し
、「
集
団
間
の

秩
序
的
な
関
係
づ
け
」
と
し
て
の
「
教
化
」
が
こ
う
し
た
機
能
を
果
た
さ

な
い
こ
と
は
検
討
を
要
し
な
い
。

　

む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
マ
ス
・
ロ
ー
グ
の
受
け
手
が
伝
達
さ
れ
る
情

報
を
主
体
的
に
再
構
成
す
る
よ
う
に
触
発
す
べ
く
、
説
き
手
が
「
語
り
」

を
工
夫
す
る
と
い
う
後
藤
氏
の
議
論
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
説
き
手
の

「
語
り
」
に
受
け
手
の
影
響
を
見
出
そ
う
と
す
る
著
者
の
方
法
と
関
連
づ

け
れ
ば
、
石
門
心
学
の
マ
ス
・
ロ
ー
グ
と
し
て
の
可
能
性
を
よ
り
積
極
的

に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
政
治
」
も
気
に
な
る
概
念
で
あ
る
。
本
書
に
は
、「
教
化
」
の
限
界
の

自
覚
が
「
政
治
」
へ
の
期
待
と
な
っ
て
現
れ
る
興
味
深
い
場
面
が
し
ば
し

ば
登
場
す
る
が
、
著
者
は
こ
の
こ
と
に
否
定
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
万
人
に
届
く
万
能
の
「
教
化
」
は
な
く
、「
教
化
」
の
担
い
手

を
「
学
問
」
に
限
る
必
要
も
な
い
。
近
世
が
長
い
殺
し
合
い
の
後
の
時
代

で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、「
天
下
泰
平
」
を
も
た
ら
す
「
政
治
」
に
近
世

の
「
学
問
」
が
期
待
す
る
の
は
、「
教
化
」
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
を
「
政

治
」
に
委
ね
て
し
ま
う
無
責
任
な
態
度
と
は
言
え
ま
い
。
人
が
環
境
か
ら

影
響
を
受
け
る
以
上
、「
太
平
の
御
世
」
は
「
教
化
」
の
機
能
を
果
た
す

の
で
あ
る
。
犯
罪
が
蔓
延
る
乱
れ
た
世
の
中
に
必
要
な
の
は
、
道
徳
的
な

「
教
化
」
で
は
な
く
秩
序
を
回
復
す
る
「
政
治
」
の
機
能
で
あ
っ
て
、
そ

れ
を
前
提
に
し
て
こ
そ
、「
学
問
」
に
よ
る
「
教
化
」
も
有
効
に
機
能
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
学
問
」
に
よ
る
「
教
化
」
に
は
限
界
が
あ
る
。
本
書
の
登
場
人
物
が

そ
の
こ
と
を
よ
く
弁
え
、
し
か
も
、
自
身
の
不
完
全
さ
に
悩
む
姿
に
、
評

者
は
共
感
を
覚
え
た
。
特
に
興
味
深
い
の
は
、
談
義
本
に
描
き
出
さ
れ
る

「
動
揺
す
る
教
化
」
で
あ
る
（
著
者
の
「
談
義
本
に
見
る
宝
暦
期
江
戸
民
衆
教

化
の
一
端

─
静
観
房
好
阿
『
当
世
下
手
談
義
』『
教
訓
続
下
手
談
義
』
を
手
が

か
り
に
」『
日
本
教
育
史
研
究
』
二
七
、
二
〇
〇
八
年
も
参
照
）。「
う
ど
の
大

木
」
の
よ
う
な
人
物
や
当
て
ず
っ
ぽ
う
で
「
売
卜
」
を
す
る
者
の
教
え
が
、

聖
人
君
子
の
教
え
よ
り
も
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
あ
り
そ
う
な
こ

と
だ
し
（
一
二
三
─
一
二
五
頁
）、「
よ
く
な
い
こ
と
を
よ
く
な
い
と
指
摘

す
る
」「
野
暮
な
教
化
」
よ
り
も
、「
よ
く
な
い
こ
と
を
さ
ら
に
煽
り
立
て

る
よ
う
な
や
り
方
」
が
「
教
化
」
と
し
て
有
効
な
場
合
も
あ
り
う
る
だ
ろ

う
（
一
四
一
頁
）。「
学
問
」
に
よ
る
「
教
化
」
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
者
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が
、
世
の
中
で
痛
い
目
に
あ
う
「
誠
」
の
「
修
行
」
に
よ
っ
て
改
心
に

及
ぶ
話
は
（
三
二
四
頁
）、「
教
化
」
の
機
能
を
果
た
す
の
は
「
学
問
」
だ

け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
動
揺
す
る
教
化
」
か
ら
、
多
様
な

「
教
化
」
の
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
開
か
れ
た
文
体
」
を
求
め
、「
対
象
に
絡
み
つ
い
て
容
易
に
離
れ
な
い

納
豆
の
よ
う
な
文
体
」
を
書
き
た
い
と
思
い
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方

を
自
省
し
て
し
ま
う
著
者
の
誠
実
な
姿
が
（「
あ
と
が
き
」）、
民
衆
の
視
線

に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
誠
実
に
思
い
悩
む
近
世
学
問
の
姿
と
重
な
り
合
い
、
感

銘
を
受
け
た
。
教
育
に
携
わ
る
現
代
の
研
究
者
が
本
書
に
「
教
化
」
さ
れ

る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

 
（
明
治
大
学
専
任
講
師
）

中
野
目
徹
著

『
明
治
の
青
年
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
─
政
教
社
・
日
本
新
聞
社
の
群
像
』

（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
四
年
）

鈴
木
啓
孝
著

『
原
敬
と
陸
羯
南

　
─
明
治
青
年
の
思
想
形
成
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』

（
東
北
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
五
年
）

岡 

本
　
佳 

子

一

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
表
題
に
あ
る
政
教
社
、
日
本
新
聞
社
の
知

識
人
た
ち
を
扱
っ
た
二
冊
の
本
が
出
版
さ
れ
た
。
早
速
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本

に
つ
い
て
手
短
な
内
容
紹
介
と
拙
評
を
述
べ
た
い
。

　

ま
ず
、
中
野
目
徹
著
『
明
治
の
青
年
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
は
、
二
〇

〇
二
年
〜
一
三
年
に
書
か
れ
た
政
教
社
と
日
本
新
聞
社
の
知
識
人
た
ち
に

関
す
る
論
文
を
、
同
著
『
政
教
社
の
研
究
』（
一
九
九
三
年
）
の
続
篇
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。『
政
教
社
の
研
究
』
の
目
的
が
「「
健
康
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
通
説
的
な
理
解
を
一
旦
留
保

し
て
、
一
つ
の
「
集
団
の
思
想
史
」
を
構
築
す
る
こ
と
」（
一
頁
）
で
あ
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